
能代市告示第１２２号 

  

能代市フリースクール利用児童生徒支援補助金交付要綱を次のように定める。 

  

  

令和８年７月１日 

  

能代市長  鍋 谷  暁    

  

能代市フリースクール利用児童生徒支援補助金交付要綱 

（趣旨） 

第１条 この告示は、不登校児童生徒の社会的自立を目指し学校以外の多様な学びの

場を利用する家庭への経済的な支援を行うために交付する、能代市フリースクール

利用児童生徒支援補助金（以下「補助金」という。）に関し、能代市補助金等の交

付に関する規則（平成１８年能代市規則第４５号）に定めるもののほか必要な事項

を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この告示において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定

めるところによる。 

 （１） 不登校児童生徒 義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会

の確保等に関する法律（平成２８年法律第１０５号）第２条第３号に規定す

る不登校児童生徒をいう。 

 （２） 保護者 不登校児童生徒についての親権を行うもの又は未成年後見人その

他現に監護するもののうち、本市に住所を有するものをいう。 

 （３） 在籍学校 不登校児童生徒が現に在籍する学校をいう。 

 （４） フリースクール 民間団体又は個人が経営する、不登校児童生徒に対する

支援を主たる目的とした施設であって、教育長が認定したものをいう。 

（補助対象者） 

第３条 補助対象者は、次の各号に掲げる要件の全てを満たす保護者とする。 

（１） 第６条第１項の規定による申請の日前１年以内に、おおむね３０日以上在

籍学校に登校していない不登校児童生徒の保護者 

（２） フリースクールを原則として週１回以上利用している不登校児童生徒の保

護者 

（３） フリースクールを利用することにより在籍学校の出席扱い受けている不登

校児童生徒の保護者 



（４） 次条に規定する補助対象経費について、国、県、市町村その他団体から補

助金等の交付を受けていない保護者 

（５） 本市の市税等の滞納がない保護者 

（６） フリースクールでの不登校児童生徒の様子等に関する情報について、当該

フリースクールが在籍学校に情報提供することを承諾する保護者 

（補助対象経費） 

第４条 補助対象経費は、補助対象者が負担したフリースクールの利用料その他これ

に準ずるものとして市長が認める費用のうち、不登校児童生徒の在籍学校の課業時

間内の利用に係るものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、次に掲げる費用は、補助対象経費としない。 

（１） 入会金、年会費、入学金その他フリースクールの利用の準備に係る費用 

（２） フリースクールの利用に係る交通費 

（３） 寮費、教材費、実習費、イベント参加費その他フリースクールの利用に伴

う実費負担に係る費用 

（４） フリースクールの体験利用に係る費用 

３ ２以上のフリースクールを利用する場合の補助対象経費の額は、それぞれのフリ

ースクールに係る補助対象経費の額を合算した額とする。 

（補助金の額） 

第５条 補助金の額は、月ごとに算定するものとし、１月につき補助対象経費に２分 

の１を乗じて得た額（その額に１円未満の端数があるときは、これを切り捨てた額） 

とする。ただし、月額１２，５００円を上限とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、その月における週（課業が行われる日が３日以上ある

週に限る。）単位においてフリースクールを１回も利用しない週がある場合は、当

該月については、補助金を交付しない。 

（交付申請) 

第６条 補助金の交付を申請しようとする補助対象者は、年度ごとに能代市フリース 

クール利用児童生徒支援補助金交付申請書（様式第１号）を市長に提出しなければ

ならない。 

２ 前項の規定による申請は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める日ま

でに提出するものとする。ただし、特にやむを得ない事由があると市長が認める場

合は、この限りでない。 

（１） 利用開始日が４月から翌年２月までの間の場合 利用開始日の前日（当該

利用開始日が４月１日の場合は同日）まで 

（２） 利用開始日が３月の場合 ３月１０日まで 

（交付決定及び通知） 



第７条 市長は、前条第１項の規定による申請があったときは、その内容を審査の上、

補助金の交付又は不交付を決定し、能代市フリースクール利用児童生徒支援補助金

交付（不交付）決定通知書（様式第２号）により当該申請を行った者に通知するも

のとする。 

（情報連携） 

第８条 市長は、前条の規定による交付の決定をしたときは、能代市教育委員会（以

下「教育委員会」という。）及びその不登校児童生徒が利用するフリースクールに

対し、申請の内容について情報提供を行うものとする。 

２ 教育委員会は、教育委員会並びに当該交付の決定に係る不登校児童生徒の在籍学

校及びフリースクールとの間で当該不登校児童生徒に関する情報の共有が図られる

よう、連絡、調整等に努めなければならない。 

（完了報告） 

第９条 交付決定を受けた者（以下「交付決定者」という。）は、その年度において

負担すべき利用料の支払の全てを完了したときは、能代市フリースクール利用児童

生徒支援補助金支払完了報告書（様式第３号）に当該支払の事実を証する書類を添

えて、市長に提出しなければならない。 

（補助金の額の確定） 

第１０条 市長は、前条の報告があったときは、その内容を審査の上、補助金の額を

確定し、能代市フリースクール利用児童生徒支援補助金交付額確定通知書（様式第

４号）により、交付決定者に通知するものとする。 

（補助金の交付） 

第１１条 交付決定者は、前条の確定通知を受けたときは、速やかに能代市フリース

クール利用児童生徒支援補助金請求書（様式第５号）により補助金を請求しなけれ

ばならない。 

２ 市長は、前項の規定により補助金の請求があったときは、速やかに補助金を交付

するものとする。 

（交付決定の取消し等） 

第１２条 市長は、規則第１５条に定めるもののほか、交付決定者が、偽りその他不

正な行為により補助金の交付を受けたときは、補助金の交付決定の全部若しくは一

部を取り消し、又は既に交付した補助金を返還させることができる。 

（その他） 

第１３条 この告示に定めるもののほか必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

この告示は、令和８年７月１日から施行し、同年４月１日から適用する。 

 


